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平成３１年２月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

  

１ 開催日時 

  平成３１年２月２６日（火） 午前９時３０分から午前１０時７分 

 

２ 開催場所 

  市役所 ３階 第２委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           鍛代 英雄                    

  委 員（教育長職務代理者） 菅原 順子 

  委 員           渡辺 正美 

  委 員           永井 武義 

  委 員           重田 恵美子 

 

４ 説明のために出席した職員 

  教育部長          谷亀 博久 

  学校教育担当部長      宮林 英樹 

  教育総務課長        古清水 千多歌 

  学校教育課長        守屋 康弘 

  教育指導課長        石渡 誠一 

  社会教育課長        小谷 裕二 

  図書館・子ども科学館長   麻生 ひろ美 

  教育センター所長      本多 由佳里 

  歴史文化担当課長      立花 実 

     

５ 会議書記 

  教育総務課総務係長     大澤 貴之 

     

６ 傍聴人 

  なし 

 

７ 議事日程 

  日程第１  前回議事録の承認 

日程第２  教育長報告 

日程第３  報告第１号  平成３１年度当初予算案（教育委員会）につい

て 

日程第４  議案第７号  伊勢原市公民館運営審議会規則の一部を改正す

る規則について 

 



 - 2 -

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

午前９時３０分   開会 

 

○教育長【鍛代英雄】  定刻となりました。ただいまから教育委員会議を開催

いたします。 

 

－－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

   

          日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【鍛代英雄  日程第１、前回議事録の承認について、お願いいたしま

す。 

 

○教育長及び全委員  承認 

 

－－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第２、教育長報告をいたします。本日は１件でご

ざいます。報告は学校教育担当部長からお願いします。 

○学校教育担当部長【宮林英樹】  報告第１号、「平成３０年度全国体力・運

動能力、運動習慣等調査の伊勢原市の結果について」、ご報告をさせていただき

ます。 

 本調査は、全国の小学校５年生、中学校２年生を対象に、平成２０年度より毎

年実施されております。本日報告いたします内容は、今年度の市内小学校５年生

８１４名、中学校２年生７６２名を対象に、１学期に実施した結果でございます。 

 調査内容につきましては、身長・体重の体格と、握力、上体起こし、５０メー

トル走等の８種目に臨む新体力テスト、そして運動習慣、生活習慣等に関する質

問紙調査でございます。 

 それでは、１ページの下段の表をごらんください。表左端の体格を見ますと、

身長・体重の平均値は、市内小中学校男女ともに全国平均とほぼ同程度か上回っ

ているという値になっております。 

 表の中ほど、新体力テストの結果を見ますと、小学校５年生男子では握力、長

座体前屈、５０メートル走、ソフトボール投げが全国平均とほぼ同程度で、全体

では８種目中全種目が全国平均値を下回る結果となっております。 

 小学校５年生女子では、全国平均と比較して長座体前屈が上回り、５０メート

ル走、ソフトボール投げがほぼ同程度。その他の種目でやや下回る結果となり、

全体では８種目中７種目が全国平均を下回る結果となっております。 
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 続きまして中学生ですが、表の中ほどにあります持久走と２０メートルシャト

ルラン、これは持久力を測る種目で選択制となっております。今年度も持久走を

選択したのが１校で、そのほか３校につきましては２０メートルシャトルランを

選択して実施しております。 

 中学校２年生男子の結果につきましては、全国平均を上回っている種目は握力、

上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走・２０メートルシャトルラン、立

ち幅とびの７種目となっております。その他２種目については全国平均を下回る

結果となっており、全体では９種目中７種目が全国平均を上回る結果となってお

ります。 

 中学校２年生女子では、全国平均を上回る種目は握力、長座体前屈、反復横と

び、立ち幅とびの４種目で、その他５種目が全国平均を下回る結果となっており

ます。 

 表の右側にあります体力合計点ですが、８種目の体力テストの結果を種目ごと

に１０点満点として採点し、それを合計したものでございます。中学校男子は全

国平均を上回っているものの、小学校男女、中学校女子は全国平均より下回って

いるという結果になっております。 

 続きまして、２ページの２、運動習慣、生活習慣等に関する調査の結果から、

質問紙調査の概要を説明いたします。 

 （１）の児童生徒の運動に対する意識に関しましては、全体的に全国より高い

か同程度の数値を示しております。「体力に自信があるか」及び「中学校女子が

運動部に所属しているか」との問いに対しましては、中学校男女が全国より低い

数値となっております。 

 続きまして、３ページの（２）児童生徒の体育の授業に対する受けとめ方に関

しての項目につきまして、ご説明いたします。 

 「体育の授業が楽しいか」との問いに対しまして、小学校男女とも全国より高

い数値を示しております。中学校男女ではほぼ同程度となっております。 

 次の「体育の授業では目標が示されている」、「体育の授業で振り返る活動を

している」という２つの質問項目につきましては、文部科学省が推進しておりま

す指導方法に関する質問でございます。この２つの質問項目に対しましては、小

中学校男女ともに全国より高い数値を示しております。 

 また、体育授業を充実させるための手立てとして推進されている、「友達やチ

ームでの話し合う活動」については、小学校においては男女ともに全国平均の数

値を上回っているものの、中学校男女では全国平均よりやや低い数値を示してお

ります。 

 小中学校とも、体育授業にかかわる本市の教師は適切な学習展開のもと、授業

を実施していると同時に、また課題点も残っているということがうかがえます。 

 次に、４ページの（３）児童生徒の生活習慣に関してについて、ご説明いたし

ます。「家の人から運動のすすめがある」との問いに対しましては、小中学校男

女とも、全国より低い数値となっております。 

 最後に、今回の調査結果をもとにした今後の取り組みについて、ご説明をさせ
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ていただきます。 

 まず、家庭につきましては、規則正しい生活習慣の習得、オリンピック・パラ

リンピックの話題に触れる、また家族ぐるみでスポーツや体を動かす時間を設け

ることの大切さ等を発信していきたいと考えております。 

 学校においては、神奈川県教育委員会等が進めている体力向上等の事業を活用

しながら、自校の児童生徒が体を動かす機会を設けたり、生活の中に運動、遊び

を多く取り入れたり、また自主的な運動の奨励をしたりしてまいります。 

 市の教育委員会といたしましては、指導者研修や小中学校の連携の充実を図る

中で、引き続き児童生徒の体力、運動能力の向上、学習習慣の確立、生活習慣の

改善に努めていきたいと考えております。 

 この内容につきましては、今後、市長、市議会議員への情報提供をし、その後、

伊勢原市のホームページに公開してまいりたいと考えておりますので、ご承知お

きいただければと思います。 

 以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】  報告は以上でございます。ご質問やご意見等がありま

したらお願いします。 

○委員【菅原順子】  ３ページ（２）の結果ですが、「体育の授業で目標が示

されている」と、一番下の、「振り返る活動をしている」という項目ですが、私

の記憶が確かかどうか、割とこの目標と振り返りというのは、伊勢原市では低目

だった気がするのですが、体育についてもともとこのような結果でしたでしょう

か。もともと低かったのがここまで上がってきたということであれば、毎年の調

査結果を踏まえ、体育の先生方が中心となって、各学校において、振り返りと目

標設定の重要性について確認しているのかをお伺いしたいと思います。 

○教育長【鍛代英雄】  「体育の授業で目標が示されている」という項目と、

「体育の授業で振り返る活動をしている」という項目について、平成２９年度以

前について、教育指導課長、お願いします。 

○教育指導課長【石渡誠一】  昨年度の結果と比較しますと、まず目標につい

ては、小学校のほうで大きく伸びている現状があります。中学校は同程度です。 

 それから振り返りの活動については、小学校では、全国、伊勢原市とも非常に

大きく伸びています。昨年は６０％台でしたので、大きく伸びています。中学校

については、逆に去年が９０％をやや超えていたものが８０％を切っているよう

な状況ですので、若干下がっている。 

 振り返りについても、小学校はやや下がって、中学校は伸びている。学年の差

がありますので、前に別の調査のところで申し上げましたが、継続して伸びてい

るものは、やはり定着してきているのかなと。それから、多少差があるものにつ

いては、その学年の特徴もややあるかもしれませんので、今後また持ち帰って、

その前の傾向も確認してみたいと思います。 

○委員【菅原順子】  ありがとうございました。 

○教育長【鍛代英雄】  それでは次に移らせていただきます。 
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  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 報告第１号 平成３１年度当初予算案（教育委員会関係）

について 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第３、報告第１号「平成３１年度当初予算案（教

育委員会関係）について」、事務局から提案説明をお願いします。 

○教育部長【谷亀博久】  それでは、報告第１号「平成３１年度当初予算案に

ついて」、提案説明させていただきます。 

 本議案につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の

規定に基づく、平成３１年度当初予算案に対する市長への意見の申し出について、

伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第２項の規定

により教育長が臨時に代理いたしましたので、同条３項に基づき、本定例会に報

告し、承認を求めるものでございます。 

 平成３１年度の予算編成につきましては、昨年秋に予算編成方針が示されまし

て、予算要求事務が始まりました。その後、財政部局のヒアリングが実施され、

年が明けてから市長ヒアリングが行われました。 

 その過程におきまして、第２期伊勢原市教育振興基本計画に掲げる各施策の推

進に向け、教育委員会として意見を申し述べるなど調整を重ね、今般、平成３１

年度当初予算案として、市議会３月定例会に議案として提出いたしたものでござ

います。 

 それでは、教育委員会関係の平成３１年度当初予算案についてご説明させてい

ただきます。 

 まず議案書２ページをお開きください。教育部全体の予算額ですが、歳入が３

億５,５１６万円で、前年度より２億５,６０８万３,０００円の増。歳出が１７億

５,６９４万４,０００円で、前年度より３億１,７２４万６,０００円の増となっ

ています。 

 続きまして３ページは、款別の歳入・歳出、４ページは所属別の歳入・歳出で

ございます。各課の概要をご説明させていただきます。 

 歳出の表をごらんいただきたいと思います。まず教育総務課ですが、トイレ改

修工事や、トイレ改修工事の設計業務などにより、１億３,１７２万４,０００円

増の７億４,６３０万円。歳入についても、工事等に係る補助金や市債の増、桜台

小学校取得事業費補助金の増などにより、１億６６４万８,０００円増の１億６,

４５９万３,０００円を計上しています。 

 学校教育課は、中学校給食の導入に係る経費などの増により、１億２０万９,

０００円増の３億５,２０８万６,０００円を計上し、歳入についても、中学校給

食事業債などの増により、４,７２７万６,０００円増の５,３７８万１,０００円

を計上しています。 

 教育指導課は、小中学校のパソコンの更新などにより、２,９２６万円増の２億

３９５万１,０００円を計上しております。 
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 教育センターは、ＳＳＷコーディネーターや介助員の増員などで１,３０４万

４,０００円増の９,７０２万５,０００円を計上しています。 

 社会教育課は、大田公民館の解体工事費の増により、５,０５１万４,０００円

増の１億７,３０１万４,０００円を計上し、歳入では解体工事に係る市債の計上

や、７月から始まる公共施設の有料化に伴う公民館施設使用料を計上したため、

５,１６０万１,０００円増の５,２１６万１,０００円を計上しています。 

 図書館・子ども科学館の歳出は、維持管理費の減により７５０万５,０００円減

の１億８,４５６万８,０００円を、歳入は市債の減により２５０万円減の１,１６

７万２,０００円を計上しています。 

 なお、歳入では、まちづくり市民ファンド寄附金積立金繰入金として、学校教

育課の義務教育教材費に６０万円、教育指導課の情報教育推進事業費に３,９４９

万２,０００円、教育センターの訪問型家庭支援事業費と小中学校特別支援教育環

境整備費に３,３４６万１,０００円充当するなど、市民の皆様からいただいた貴

重な財源を有効に活用させていただきます。 

 続きまして５ページです。総合計画の中期戦略事業プラン計上事業でございま

す。主なものをご説明させていただきます。 

 まず１、小学校学習活動支援事業費は、児童の学力向上及び中学校生活への円

滑な適用を目指し、教科担当制の実施校を増やします。 

 ６、小中学校校舎等改修事業費は、小中学校の施設・設備等の改修等、学習環

境の向上を図るもので、成瀬小学校の３期校舎と体育館、比々多小学校の２期東

校舎と体育館のトイレ改修工事を行うとともに、高部屋小学校、大田小学校、成

瀬小学校、大山小学校、山王中学校、５校の校舎と、成瀬小学校を除く４校の体

育館のトイレの改修工事の設計業務を予定しております。積極的にトイレ改修に

取り組んでまいりたいと考えています。 

 続きまして７、中学校給食事業費は、栄養バランスのとれた中学校給食を早期

に提供していくための予算を計上しています。予算の内容は、まず中沢中学校の

試行の実施分といたしまして、配膳室改修工事経費を初め、検食保存用冷凍庫や

加熱機器等の整備経費、試食会等を含む調理業務に要する経費、ランチボックス

や保温用コンテナなど食器等の購入経費、給食注文管理システムや献立の作成等

に使用するシステムに係る経費などを計上しています。また、中沢中学校以外の

３校の配膳室の改修工事の設計業務に係る経費も、あわせて計上しております。 

 ６ページ、新規事業ですが、新たに立ち上げた事務事業はございません。 

 次に、廃止事業ですが、図書館の視聴覚ライブラリー運営事業費ですが、来年

度に図書館２階ＡＶコーナーを廃止することや、額も少額であることから、視聴

覚ライブラリー運営事業費を図書館運営事業費へ統合いたします。 

 次に、見直した事業ですが、主に充実を図ったものを記載してございます。 

 １、訪問型家庭支援事業費です。ＳＳＷ対応ケースについては、依頼件数の増

加だけでなく、そのニーズは多様化しています。そのため、学校を初め関係機関

との連絡調整や、ケースへの対応方針検討など、役割を担う人材、ＳＳＷコーデ

ィネーターを配置し、支援体制の充実を図ります。 
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 ３、小学校給食事業費は、安全安心な給食を提供するため、給食調理員等のノ

ロウイルスの検査回数の増や、給食室大型備品の更新経費などにより、増となっ

てございます。なお、平成３２年度から、小学校の給食調理業務の一部で民間委

託を始める予定でございます。それに伴う準備といたしまして、平成３１年度中

に契約ができるよう、債務負担行為予算を計上してございます。 

 ４、小中学校図書館整備事業費は、読書環境の整備及び学習情報センターとし

ての機能の向上を図るため、図書館整備員の活動日数をふやします。 

 ５、小中学校の児童生徒及び教員情報教育推進事業費ということで、小中学校

全校のパソコンルームのパソコンを更新し、魅力ある授業づくりを行うとともに、

教職員用のパソコンの一部を更新いたします。 

 ６、小中学校特別支援教育環境整備費は、増加する特別支援学校の児童生徒の

安全の確保と、学習環境の充実を図るものです。 

 ９、中学校教科等事務費は、平成３１年度から中学校において始まる道徳の教

科化に伴う教師用指導書の購入経費を計上しているため、増額となっています。 

 ７ページ、前年度と比較して増減額が大きい事業といたしまして、４、小学校

施設維持管理費及び、１８、中学校施設維持管理費は、いずれも工事費請負費の

減により減額となっております。 

 ７、小学校運営事務費は、伊勢原小学校が公共下水道に接続されることから、

その関連経費や、備品購入費が増、１２、中学校運営事務費は、光熱水費や備品

購入費がそれぞれ増額となっています。 

 １５、石田小学校施設取得費は、償還計画に基づく計画的な買い戻しの経費で、

元金均等償還のため利息分が平成３０年度と比較して減額となっています。 

 １６、市史編さん事業費ですが、伊勢原市史ダイジェスト版を今年度末に刊行

いたしますので、その印刷費の減額によるものでございます。 

 １９、要保護・準要保護生徒就学援助費ですが、中学校給食試行に伴う就学援

助費の給食費分の増額によるものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】  提案説明が終わりました。ご質問やご意見などがあり

ましたらお願いします。 

○委員【菅原順子】  ４ページの一般会計についてのご説明の中で、社会教育

課について、最後のほうで、７月から始まる公民館の有料化に伴って、使用料徴

収による収入増が６２８万円になっているのですが、それに伴う人件費とか、機

械の導入とかでかかる経費というのは幾らぐらいになるのでしょうか。 

○教育長【鍛代英雄】  社会教育課長。 

○社会教育課長【小谷裕二】  具体的には、ハード面として券売機が設置され

ます。７月からのリースという形でして、その分の金額が若干上がります。 

 今回の有料化に合わせて上がってくる経費はその程度と見込んでおります。 

 人件費については、私たち職員の事務については、例えば収納した金額を銀行

に納めるですとか、確認の手間、負担はふえますが、それに伴って経費がふえる

といったことはございません。 
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 以上でございます。 

○委員【菅原順子】  ありがとうございます。 

○委員【永井武義】  人の手当てという部分で、小学校では教科担当制とか、

小中学校でのＡＬＴの配置、それから特別支援学級等での介助員の増ということ

はあるのですが、きょうの新聞だったか、秦野市では小中学校に補助教員という

形でしょうか、宿題や、先生のいろいろなフォローができるような形で、働き方

改革への支援にもつながるのかなと思っていたのですが、２月はインフルエンザ

も多くて、３人以上先生も休んでしまうと、校長、教頭、教務主任も全部授業に

出なければいけない。それ以上に休んだらどうなるんだという状況もあったよう

ですが、そういった部分での人の手当てというのは、伊勢原市では厳しいのか、

考えられないのか、あるいはまた別の方向で考えているのかというところを、伺

えればと思います。 

○教育長【鍛代英雄】  それは私のほうから。基本的には、働き方改革の中で、

いろいろな工夫をしましても、絶対的に人手不足という状況はやはり否めないと

ころがありますので、人手を確保することについて考えなければいけないと思っ

ています。 

 今年度中に、伊勢原市における学校現場の働き方改革の基本的な考え方を整理

させていただいて、それを踏まえて、来年度から順に、できるところから取り組

んでいくとしたいと思います。 

 今、永井委員がおっしゃった、きょう、神奈川新聞に出ていました記事、秦野

市の取り組み、相模原市などはもうやっているというふうになっていましたが、

それは、いわゆる教員の補助ということで、教材の整理だとか、そういうことも

やるように、あるいはまだ若い先生方からの相談にも乗るとかいうことで、教員

ＯＢを雇用するということのようですが、もう１つ、学校の働き方改革のマンパ

ワーの確保という面では、プリントのコピーなど、事務的な補助をする人材を確

保して、学校に配置するという動きもあります。県などは既に県立高校などでや

っていますが、市町村でもやっているところはありますが、どちらがいいのかと

いう話もあると思いますので、その辺も含め検討したいという、伊勢原の状況は

そういうことです。 

 ですから、来年度、伊勢原市のほうで人的な関係で、これまで以上に手当てを

したということになりますと、今、教育部長が説明しました、ＳＳＷのコーディ

ネーター、それについては全く今までいませんでしたが、今回新たに１名、いろ

いろなところに同じような項目があるのですが、わかりやすく言うのは６ページ

のところです。 

 ６ページ（４）見直した事業の１です。教育指導課、教育センターの訪問型家

庭支援事業。ＳＳＷコーディネーターということで、新規に１名配置という予算

措置をしてあります。この人は教員ＯＢを予定しております。 

 あとは、介助員などは特別支援学級の増設などに伴って、必要となるものです。

伊勢原における来年度の取り組みということになりますと、以上のものとなりま

す。 
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 繰り返しになりますが、できるところから着実に取り組みを進めていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○委員【永井武義】  やはり、近隣の市町村の状況も踏まえて、そういう調査

もしていただきながら、人の手当てがいろいろな部分で、虐待にしてもいじめに

しても、つながってくると思いますので、働き方改革も含めた中で、ぜひ手当て

をいろいろ考えていただきたいと思います。 

○教育長【鍛代英雄】  ほかには何か。よろしいでしょうか。また何かお気づ

きのことがありましたら、事務局にお尋ねいただければと思います。 

 それでは、採決を行わせていただきます。報告第１号「平成３１年度当初予算

（教育委員会関係）について」、承認の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  挙手。 

○教育長【鍛代英雄】  挙手全員。よって本報告は承認をされました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第４ 議案第７号 伊勢原市公民館運営審議会規則の一部を改

正する規則について 

 

○教育長【鍛代英雄】  続きまして日程第４、議案第７号「伊勢原市公民館運

営審議会規則の一部を改正する規則について」、事務局から提案説明をお願いし

ます。 

○教育部長【谷亀博久】  議案第７号「伊勢原市公民館運営審議会規則の一部

を改正する規則について」、提案説明をさせていただきます。 

 本議案につきましては、伊勢原市公民館条例の改正に伴い、所要の改正を行う

もので、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１

項第２号の規定により提案するものでございます。 

 ９ページをお開きください。昨年９月の市議会定例会におきまして、公共施設

の有料化に当たり、伊勢原市公民館条例の改正が行われたことに伴い、関連する

規則として一部を改正するものでございます。 

 １０ページをお開きください。改正の内容につきましては、伊勢原市公民館運

営審議会規則において引用している伊勢原市公民館条例の定めが、一部改正によ

り条項が移動したため、改正を行うものでございます。 

 第１条を２回にわたり改正している理由につきましては、過去の伊勢原市公民

館条例の一部改正の際に、伊勢原市公民館運営審議会規則の改正漏れがあったた

め、今回あわせて改正を行うものでございます。 

 １１ページの新旧対照表は、過去に行われた伊勢原市公民館条例の改正に伴う

もので、１２条を第１４条へ改正し、施行日は公布の日からとしております。 

 １２ページをお開きください。こちらは、今回の伊勢原市公民館条例の改正に

伴うもので、第１４条を第１５条へ改正し、施行日は公共施設の有料化の開始に
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合わせ、平成３１年７月１日となります。 

 説明は以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】  提案説明が終わりました。ご質問やご意見等がありま

したらお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、採決を行わせていただきます。議案第７号「伊勢原市公民館運営審

議会規則の一部を改正する規則について」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び委員全員  挙手。 

○教育長【鍛代英雄】  挙手全員。よって本案は原案のとおり可決決定いたし

しました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他事項 

 

○教育長【鍛代英雄】  続きまして、その他ということですが、委員の皆様か

ら何かございますでしょうか。 

 永井委員、どうぞ。 

○委員【永井武義】  来月で年度末を迎えるわけですが、来月の定例会で、春

休みの過ごし方というようなものが出てくるのかなと思うのですが、先般、警察

関係の会合に出た際、去年の１０月から１２月の３カ月の間に、少年補導が１５

３名いたと。この数字が県下で３位ということで、非常に少年補導が多いという

ことです。 

 事例としては、深夜外出とか喫煙とかあると思うのですが、やはり年度末とな

ると、どうしても気持ちも緩みがちな時期になりますので、特に夜間の外出とい

うのはいろいろなことに、事件にも絡んでくることもあると思いますので、そう

いったところを少し、具体的な時間を書いて、目安として何か対応できないかな

と思っているのですが。 

○教育長【鍛代英雄】  教育指導課長。 

○教育指導課長【石渡誠一】  少年補導が多いという状況は認識しております。

私どもで警察から聞いているところでは、実際、この数字について、市内在住の

少年の補導数は少なくて、他市在住の少年が伊勢原管内で補導されるケースが多

いと伺っております。 

 ただ、ご指摘のとおり、子どもたちの安全面を考え、そういった指導を、どう

いう内容でできるかというのは研究してみたいと思います。ありがとうございま

す。 

○教育長【鍛代英雄】  ほかには何かございますか。 

 よろしければ、事務局から何かありますか。 

 ないようですので、最後に来月の定例会の日程について、説明をお願いします。 

○教育総務課長【古清水千多歌】  教育委員会３月定例会につきましては、３
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月２６日、火曜日、午前９時３０分から、子ども科学館の会議室となります。よ

ろしくお願いいたします。 

○教育長【鍛代英雄】  それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

午前１０時０７分   閉会 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 




































